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立命館大学 教育開発推進機構
2013年度 第8回 教学実践フォーラム

教育活動の活性化と、ピア・サポーター自身の主体性や責任感の
涵養が期待される「ピア・サポーターの活用」に日本各地の大学で注目
が集まっています。これに先駆けオリターなど1960年代から実質的な
ピア・サポートが行われている立命館大学では、現在延べ3000名もの
ピア・サポーターが活躍しています。しかし、その組織の中には期待
される効果がみられないもの、課題を抱えているものも少なくありません。

そこで、今回のフォーラムでは、3つの団体のピア・サポーターと指導
者（スーパーバイザー）による「活動」と「育成・マネージメント」に関する
報告をもとに、「ピア・サポーターの活躍支援」のためのヒントを探ります。

挨拶：沖裕貴 教育開発支援センター長

報告
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産業社会学部 D-Plus
福田今日子氏（専属職員）、学生スタッフ

2013年12月4日(水)
18：00-20：00
衣笠 至徳館304東会議室
ＢＫＣ ｱｸﾛｽ7F TV会議室

朱雀 502会議室

お問合せ：教育開発支援課 ： 岡本（内線 511-7141）

参加される方は、11月29日(金）までに fd71cer@st.ritsumei.ac.jp まで

タイトル「12/4 教学実践フォーラム」として、ご所属、お名前、出席キャンパスをご連絡ください。

司会：土岐智賀子 教育開発支援センター 講師

産業社会学部デジタル工房の学生スタッフ。施設管理のほか、 さんしゃ生の為に
役立つピア・サポート活動を企画・実施。

理工学部 物理・駆け込み寺
俵口忠功講師、濱地賢太郎講師、学生講師2

報告

「物理と数学のよろず質問相談所」講師と学生講師が質問へ対応。かつての相談
者が「学生講師」になって活躍中。

グローバル・ゲートウェイプログラム（GGP） まいる
堀江未来准教授、学生スタッフ
グローバル・ゲートウェイプログラム（GGP）で留学した学生による、低回生の長期
留学支援活動。授業内外での学習支援、留学準備ワークショップ、留学体験共有
などを通じ、個々に価値ある留学の実現をめざす。
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